
伊豆大島航路
観光化の
さきがけ

文 ・山田廼生
(日本海事史学会目l会長) 書 =ぞと七毒

白塗装の橘丸 (右)と 櫻丸。大島元村沖 (小林義秀氏提供)

千葉県保田沖の東京湾汽船客船群。左から薬丸、桐丸 菊 丸 橋 丸 (小林義秀氏提供)

《 主 要 目 》
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名 船 発 掘 ・日本

房
州
航
路
の
貨
客
船
と
し
て
誕
生

東
海
汽
船
の
前
身
は
東
京
湾
汽
船
で
あ
る
。
設
立

は
明
治
２２

（１
８
８
９
）
年
１１
月
。
当
初
は
東
京
湾

航
路

（５
航
路
）
を
運
航
し
て
い
た
。
な
か
で
も
東

京
～
館
山
の
房
州
航
路
は
、
鮮
魚
輸
送
の
大
需
要
が

あ
り
、
東
京
湾
の
ド
ル
箱
航
路
で
あ

っ
た
。
大
正
末

年
～
昭
和
初
年
の
看
板
汽
船
で
あ
る
初
代

「橘
丸
」

と
僚
船

「楼
丸
只
３
９
９
総
ト
ン
）
は
、
大
阪
鉄
工

所
と
浦
賀
描
渠
で
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
、
そ
の
房
州
航

路
に
就
航
し
た
。
竣
工
は

「櫻
九
」
が
１
年
早
い
。

両
船
が
登
場
し
た
大
正
期
は
、
鉄
道
の
内
房
線
の

整
備
が
進
み
、
旅
客
輸
送
の
主
役
が
船
か
ら
鉄
道
に

移
行
し
た
時
期
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一房
州

航
路
は
相
変
わ
ら
ず
旅
客
で
娠
わ

っ
た
。
内
房
線
は

ト
ン
ネ
ル
が
多
く
、
蒸
気
機
関
車
の
煙
と
悪
臭
が
ひ

ど
か

っ
た
こ
と
。
房
州

へ
の
避
暑
客
は
携
行
荷
物
が

多
く
、
海
路
の
ほ
う
が
使
利
で
あ

っ
た
こ
と
。
船
賃

が
安
か

っ
た
こ
と
。
こ
の
３
つ
が
、
そ
の
理
由
で
あ

る
と
い
う

（
『東
海
汽
船
１
０
０
年
史
ラ
。

初
代

「橘
丸
」
が
大
阪
鉄
工
所
で
完
成
し
た
の
は

大
正
１２

（１
９
２
３
）
年
７
月
。
そ
の
２
か
月
後
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
。
東
海
道
線
は
不
通
と
な

り
、
「橘
丸
」
と

「櫻
丸
」
は
東
京
～
沼
津
～
清
水
に

臨
時
配
船
さ
れ
、
避
難
者
の
輸
送
に
あ
た

っ
た
。

関
東
大
震
災
は
房
州
航
路
の
盛
況
に
水
を
差
す
結

果
と
な

っ
た
。
別
荘
地
や
臨
海
施
設
が
被
害
を
こ
う

む

っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
客
は
激
減
し
た
令
同
１
０
０

年
史
む
。
大
正
末
年
の

「橘
丸
」
と

「櫻
丸
」
の
新

造
は
、
大
震
災
で
裏
目
に
出
た
の
で
あ
る
。

純
客
船
と
な
り
伊
豆
大
島
航
路
ヘ

昭
和
２

（１
９
２
７
）
年
、
東
京
湾
汽
船
は
営
業

方
針
を
従
来
の

「貨
主
客
従
」
か
ら

「客
主
貨
従
」

に
改
め
、
伊
豆
大
島
等
の
観
光
開
発
に
路
線
変
更
し

た
。
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
中
島
久
万
吉
社
長
、

林
甚
之
丞
常
務
の
新
経
営
陣
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
経

営
に
参
画
し
て
き
た
渡
辺

一
族
が
、
金
融
恐
慌
の
あ

お
り
を
受
け
て
退
陣
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

翌
年
８
月
、
新
船
建
造
計
画
が
役
員
会
で
承
認
。

デ
イ
ー
ゼ
ル
船
８
隻
が
旧
船
と
交
代
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
前

・
戦
後
を
通
じ
て
伊
豆

大
島
航
路
で
活
躍
し
た

「菊
丸
」
（７
５
９
総
ト
ン
）

が
東
京
～
伊
豆
大
島
～
下
田
航
路
に
登
場
し
た
。
竣

工
は
昭
和
４

（１
９
２
９
）
年
６
月
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
前
年

（昭
和
３
年
）、
「橘
丸
」
と

「櫻
丸
」
が
純
客
船
に
改
装
さ
れ
、
４
月
か
ら
伊
豆

大
島
航
路
に
就
航
し
た
。
同
年
夏
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

は
、
東
京
発
２０
時
、
大
島
、
伊
東
、
熱
海
、
伊
束
、

稲
取
の
順
に
寄
港
し
、
下
田
に
着
く
。
復
航
使
は
、

下
田
発
７
時
、
稲
取
、
伊
東
、
熱
海
、
大
島
の
順
に

寄
港
し
、
東
京
に
帰
着
し
た
。
両
船
に
チ
ャ
ー
タ
ー

船
を
加
え
、
３
隻
で
定
期
を
組
ん
だ
。
東
京
～
伊
豆

大
島
の
船
賃
は
、
片
道
２
円
５０
銭
、
往
復
４
円
５０
銭

で
あ

っ
た
と
い
う

（
『同
１
０
０
年
史
ラ
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
代
の
発
着
所
は
、
東
京
が
隅

田
川
の
霊
岸
島
。
伊
豆
大
島
元
村
は
沖
ど
ま
り
で
あ

っ
た
。
初
の
接
岸
桟
橋
で
あ
る
大
島
岡
田
港
桟
橋
が

完
成
し
た
の
は
昭
和
１５

（１
９
４
０
）
年
で
あ
る
。

外
形
が
似
て
い
た

「橘
丸
」
と

「櫻
丸
」

初
代

「橘
丸
」
と

「櫻
丸
」
は
、
伊
豆
大
島
航
路

観
光
化
の
さ
き
が
け
と
な

っ
た
汽
船
で
あ
る
。

残
合
な
が
ら
筆
者
は
、
両
船
の
鮮
明
な
写
真
を
見

た
こ
と
が
な
い
。
両
船
は
同
型
船
で
は
な
い
が
、
姿

が
似
て
い
て
判
別
が
難
し
い
。
植
村
秀
正
氏

『大
島

航
路
物
語
」
に
は

「櫻
丸
は
プ
リ
ッ
ジ
が

一
層
で
、

橋
九
は
二
層
と
い
う
こ
と
で
見
分
け
た
」
と
あ
る
。

船
尾
形
状
も
果
な

っ
て
い
た
。
「櫻
九
」
は
格
円
型
船

尾
で
あ
る

（森
田
裕

一
氏

「東
京
湾
汽
船
～
東
海
汽

船
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み
」
本
誌
１
９
６
号
１４
頁
）。

前
頁
の
写
真
は
千
葉
県
保
田
沖
の
東
京
湾
汽
船
容

船
で
あ
る
。
４
隻
並
ぶ
と
壮
観
だ
。
左
か
ら

「葵
丸
」

（９
３
８
総
ト
ン
）
、
「桐
丸
」
（５
３
１
総
ト

ン
）
、

「菊
丸
」
ま
で
は
見
分
け
が
つ
く
が
、
い
ち
ば
ん
右

の
汽
船
は
難
し
い
。
筆
者
は
初
代
「橘
丸
」と
み
た
。

撮
影
時
期
は

「菱
丸
」
が
登
場
し
た
昭
和
８

（１
９

３
３
）
年
６
月
か
ら
、
「橘
九
」
が
売
却
さ
れ
た
翌
年

９
月

（１１
月
説
も
あ
る
）
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
。

初
代

「橋
九
」
の
売
却
先
は
鹿
児
島
商
船
。
鹿
児

島
～
種
子
島
航
路
に
就
航
し
た
。
戦
後
も
働
い
た
。

昭
和
２８

（１
９
５
３
）
年
に
は
主
機
を
デ
イ
ー
ゼ
ル

に
換
差
し
た
。
そ
し
て
、
『昭
和
３８
年
日
本
船
舶
明
細

書
』
か
ら
船
名
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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